
■予防接種カレンダー 　　　　　　　　　

は望ましい定期予防接種の時期の例。実際のスケジュールはかかりつけ医とご相談ください。

（令和６年４月１日版）　※予防接種は法令等で変更になることがあります。 定期予防接種は法律で定められた予防接種のため、必ず接種してください。費用は無料です。

小児用肺炎球菌
13価・15価

不活化
初回３回
追加１回

初回は２７日以上の間隔で３回、
３回目の後は６０日以上おいて追加１回

初回は生後２～７か月 生後２か月～５歳未満 ① ② ③

１価：２回 ２７日以上の間隔で２回 生後６週～生後２４週まで ① ②

５価：３回 ２７日以上の間隔で３回 生後６週～生後３２週まで ① ② ③

１期：１回 １歳になったら早めに １歳～２歳未満

２期：１回 小学校就学前の１年間
５歳以上７歳未満かつ

小学校就学前

 １期初回：２回   １期初回：６～２８日間隔で２回 ３歳

 １期追加：１回   １期追加：初回終了後、おおむね１年後に１回 ４歳

　２期：１回 ９歳 ９～１３歳未満

2価・4価：３回

9価：2回又は3回

※異なる種類の注射の生ワクチン同士の接種間隔は接種した日から２７日以上おく必要があります。 は望ましい任意予防接種の期間の例。実際のスケジュールはかかりつけ医とご相談ください。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４週間後の同じ曜日から接種可） なお、任意接種は法律で定められていない予防接種のため、接種の義務はなく、接種対象者の

保護者の希望と医師の判断によります。原則、接種の費用は全額自己負担です。

「定期予防接種」でも対象年齢が外れた接種は、「任意予防接種」となります。

任
意
接
種

①

①②③

②

 
①
②

③ ④

初回は生後２～7か月に
至るまでに開始、最初の

３回を

ロタウイルス 生
初回は生後２月から生

後１４週６日まで

生後２か月～７歳６か月未満 ① ② ③

おたふくかぜ

インフルエンザ

１回　子ども園など集団生活に入る子は早めに受けると良いでしょう

１３歳未満は２回（２～４週間隔）

ヒトパピローマウイルス
（HPV) ※女子のみ

不活化

生

不活化

生後６か月～７歳６か月未満

１１～１３歳未満

13歳となる日の属する年
度の初日～当該年度の

末日まで

１１歳

不活化

不活化

２回

１回

１回

③

①13歳からは1回毎年①②（10月、11月などに）

（注）予防効果を確実にするために2回接種① ②

12歳となる日の属する年度
の初日～16歳となる日の属

する年度の末日まで

④

B型肝炎

ワクチン名 接種回数

初回２回
追加1回

種類

不活化

定
期
接
種

生後５～８か月未満

1回目は１歳～１歳３か
月未満

初回は２７日以上の間隔で２回、
追加は１回目から１３９日以上の間隔で1回

BCG

麻しん風しん混合（MR）

水痘

日本脳炎

二種混合（ＤＴ）

５種混合（DPT‐IPV‐Hib)
(ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ・ヒブ)

＜Ｒ６.４月～＞

不活化
初回３回
追加１回

初回は２０～５６日間隔で３回、
３回目の後は６か月～１年６か月おいて追加１回

生

生

生

定期接種の期間

① ②

８
か
月

９
か
月
～

①

３か月以上の間隔で２回

①

１歳～３歳未満

① ②1歳未満

１歳未満

④

接種間隔

生後２～９か月

標準的な時期 ９
歳

乳児期

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

１２
か
月
～

幼児期

５
歳

６
歳

１５
か
月
～

１８
か
月
～

学童期

１０歳～
３
歳

４
歳

７
か
月

８
歳

２
歳

７
歳

標準的な接種時期が

小学校就学前までの

予診票を同封しておりま

す。


